
第
一
懸
　
　
紹
介
　
　
圃

書

大
藩
を
修
葺
サ
し
時
閣
内
の
薄
藏
二
萬
除
珊
を
螢
出
ぜ
・
し
に
募
集
書
目
ミ
相

器
讃
す
乃
に
足
り
し
ミ
い
ふ
。
草
書
は
四
塵
に
攻
め
す
刻
ホ
攣
嫁
り
し
が
今

　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
も
　
　
も

人
月
讐
清
閣
、
持
静
齋
の
爾
紗
水
を
得
て
梓
行
ぜ
り
。
以
て
明
代
藏
書
の
大

略
を
旧
見
る
べ
し
O

　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
も
　
う
　
も

　
以
上
四
種
ほ
近
刊
三
管
叢
書
中
に
敗
む
G
〔
有
高
〕

　
　
　
　
へ
　
ぬ
　
ぬ
　
へ
　
も

　
　
、
⑭
清
朝
書
寓
譜
　
　
一
大
珊
　
丈
學
無
難
　
内
藤
虎
次
鄭
編

昨
年
我
が
京
都
帝
号
大
粒
r
ト
て
帯
革
ぜ
ら
れ
れ
る
夏
期
講
演
仁
於
て
内
藤
博

士
が
清
朝
史
通
論
を
講
ぜ
む
際
、
博
士
が
馨
考
材
料
に
豊
里
む
堅
め
諦
方
蕨

よ
り
蒐
集
し
嚴
聖
な
る
黎
識
の
下
に
番
岸
里
尊
し
ぬ
る
も
の
を
コ
・
タ
イ
プ

版
に
附
し
六
る
も
の
蕉
り
・
書
室
ハ
に
清
朝
女
化
を
代
表
煙
る
一
代
の
傑
作
、

書
は
最
近
物
故
也
し
楊
守
敬
、
現
存
ぜ
ろ
粟
昌
碩
に
懸
る
遙
五
＋
七
家
。
雀

拭
所
㎝
謂
四
王
英
輝
の
六
大
家
よ
り
…
撃
墜
を
も
加
へ
て
八
∴
ポ
書
家
皆
…
蹴
ハ
の
面
同
騰

躍
如
冒
頭
り
、
　
倫
箇
潔
…
な
る
設
…
明
を
附
∵
し
清
朝
ご
百
重
年
の
名
崇
が
翫
べ
で
、
百
四
同

＋
頁
の
中
に
在
り
。
灰
謂
文
化
菱
蟹
方
齎
研
究
の
好
資
料
穴
り
（
定
璽
ハ
圏

五
十
銭
　
油
谷
博
丈
堂
嚢
行
｝
〔
那
波
∪

　
　
　
　
へ
　
も
　
や
　
も
　
カ
　
ぬ
　
も

　
　
　
㈱
南
宗
衣
鉢
興
業
尾
　
　
羅
叔
需
輯
蓮
　
長
尾
鷺
山
思

出
識
界
空
前
の
大
著
蓮
な
り
ご
稽
ゼ
ら
る
る
此
の
翌
翌
は
羅
墨
書
氏
が
現
今

迄
に
春
在
煙
る
支
那
薔
の
稀
物
に
就
て
流
派
を
分
ち
黙
統
を
張
れ
て
論
蓮
ぜ

る
も
の
の
第
一
巷
な
り
、
印
ち
六
朝
一
黙
、
唐
朝
野
望
、
五
代
八
馳
、
凡
て

コ
ロ
タ
4
プ
締
…
版
…
口
・
し
て
、
膿
裁
は
立
頗
亡
長
巻
定
よ
嚇
成
り
、
榊
駿
鼠
叫
は
」
別

第
四
號

一
七
二
　
（
七
三
七
）

に
日
電
ビ
な
れ
り
、
是
亦
支
那
丈
化
更
研
究
の
好
材
料
れ
り
、
第
二
巻
以
下

融
々
出
版
の
豫
定
の
歯
。
　
（
第
萱
巷
　
立
顧
十
種
一
套
、
長
巻
二
種
、
定
便

合
計
十
七
闘
　
輻
谷
博
女
堂
饗
行
）
〔
那
波
〕

　
　
　
爾
諏
爵
終
O
隅
5
0
⇔
鑑
脚
盃
ゆ
瓢
島
鱒
　
竃
o
q
醇
p
O
鶏
ヨ
巴
曙
諺
焦

　
　
　
　
一
一
窪
三
簿
。
臨
§
磐
　
（
い
9
乙
9
ご
ぢ
韻
）

皮
學
研
究
熱
の
旺
盛
史
的
思
想
の
機
翼
が
實
就
會
に
及
ぼ
ぜ
る
影
響
勢
力
の

最
も
顯
著
な
る
遽
例
は
、
こ
れ
を
十
九
世
紀
に
於
け
る
猫
逸
統
一
事
業
に
貢

献
ぜ
る
獅
挽
「
奥
家
の
動
功
に
求
め
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
而
し
て
彼
等
史

家
の
事
業
ほ
か
の
一
部
人
士
の
信
ず
ろ
が
如
く
、
史
磁
を
或
乱
獲
上
の
目
的

に
隷
屡
ぜ
し
め
箪
に
こ
れ
が
方
便
手
段
ビ
し
て
活
用
也
ら
る
・
ε
に
よ
り
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
ミ

め
て
そ
の
實
効
を
牧
め
得
べ
き
の
み
ε
す
ろ
僻
見
を
斥
け
、
飽
迄
科
學
的
立

脚
地
に
隷
ろ
所
の
濁
立
自
由
な
る
吏
攣
研
究
が
實
舳
曾
の
時
代
潮
流
に
寄
興

す
る
威
転
化
力
の
’
残
し
て
鮮
小
ノ
な
ら
ざ
る
究
理
あ
三
石
す
も
の
ミ
い
ふ
べ
・
し
。
　
か

　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
レ

の
ニ
ー
プ
ー
ル
、
ラ
ン
ケ
以
後
の
史
學
巻
の
研
究
事
業
拭
實
に
這
般
の
潰
息

を
示
す
も
の
に
し
て
、
甚
等
歴
更
家
ご
暗
代
ε
の
密
接
億
る
闘
係
を
辿
り
、

猫
逸
帝
囲
思
想
獲
展
の
裡
路
を
尋
ね
る
は
極
め
て
興
味
深
き
問
題
六
る
を
失

ば
す
。
本
書
は
獄
上
の
近
代
蜀
逸
ご
史
學
者
ミ
の
闘
係
廓
ち
溺
逸
史
家
が
國

民
の
實
巫
活
に
吏
的
思
想
を
注
入
し
帝
園
統
一
黒
藻
を
喚
三
豊
・
し
め
六
る
所

以
を
説
蓮
ぜ
う
も
の
な
り
。
著
者
績
先
づ
序
論
に
於
て
十
九
世
紐
初
頭
に
於

け
ろ
プ
・
シ
ア
の
七
二
的
思
想
勃
興
よ
妙
説
き
起
し
て
、
こ
れ
ミ
關
聯
ぜ
ゐ



〆

史
學
研
究
の
骸
端
を
摺
示
し
爾
後
帝
國
統
一
の
國
黒
駒
熱
繋
が
罰
佛
反
抗
の

’
思
想
S
相
伸
び
て
、
濁
逸
國
民
の
無
勢
を
昂
叢
督
し
い
行
く
閥
に
あ
り
て
、

蘭
後
輩
繊
ぜ
る
吏
學
の
大
家
が
こ
の
画
嚢
を
膿
し
て
、
そ
の
筆
に
口
に
、
鰐

鳥
の
光
榮
あ
る
國
民
の
歴
庚
を
復
活
也
、
む
め
て
國
縛
的
思
想
の
猿
展
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
め
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
も

ゼ
し
所
多
大
な
る
を
論
じ
。
第
一
二
二
。
器
讐
毒
①
誘
に
於
て
ニ
ー
プ
ー
ル
及

も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
リ
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
ゐ
　
や
　
　
る
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
も

ラ
ン
ケ
を
、
第
二
章
に
立
て
テ
オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
を
，
等
三
章
に
ハ
イ

へ
　
　
や
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
た
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
　
　
も
　
　
セ
　
　
あ
　
　
ヘ

　
ン
リ
ソ
ヒ
。
フ
オ
ソ
◎
ジ
ィ
ベ
ル
奄
纂
四
掌
に
ト
ラ
ィ
チ
ケ
を
捉
へ
て
，
共

入
物
、
患
想
轄
蓮
を
論
ご
、
こ
れ
が
圃
畏
就
倉
に
及
ぼ
ゼ
る
影
響
の
甚
大
な

d
り
・
し
を
晶
小
ぜ
点
り
O
而
嘱
し
て
、
ニ
ー
プ
ー
ル
が
の
て
の
羅
馬
典
に
よ
d
り
て
、
ゐ
日
用
　
民
に

佛
革
命
に
陀
惑
ぜ
る
外
國
模
倣
の
弊
鳳
を
排
し
民
謡
嗣
有
の
國
粋
的
特
色
を

慢
郷
す
．
へ
き
を
蹴
き
、
殊
に
プ
ロ
シ
ア
闘
の
改
新
的
轟
制
誰
義
を
以
て
蜀
湛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
も
　
　
も

國
畏
に
獄
す
る
最
頁
の
政
禮
な
”
ミ
ぜ
る
、
ラ
ン
ケ
が
共
公
正
無
偏
の
史
眼

　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
う
　
　
も

を
以
て
し
て
猫
プ
ロ
シ
ア
王
國
の
患
蜜
な
る
謳
歌
者
糞
り
こ
こ
亡
、
モ
ム
ゼ

も

ン
が
羅
馬
史
家
六
る
に
拘
ら
ず
、
其
根
本
に
於
て
熱
心
な
る
濁
逸
民
族
の
讃

美
者
に
し
て
そ
の
羅
馬
災
に
に
猛
逸
族
を
擁
護
し
誇
禧
す
る
精
騨
の
湧
涛
ぜ

　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ミ
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
り

る
こ
ミ
、
更
に
ジ
イ
ベ
ル
、
ト
ラ
イ
チ
ク
に
至
り
て
は
實
F
猫
逸
懸
子
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
カ
　
　
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
も
　
　
ち
　
　
ぢ
　
　
も
　
　
も
　
　
セ
　
　
セ
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
も

・
の
樋
化
ε
い
ふ
べ
く
、
ジ
イ
ベ
ル
の
井
原
ぜ
る
國
民
的
自
由
主
義
の
政
治
患

も
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
る
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ゆ
　
　
つ
　
　
　
　
が
　
　
も
　
も
　
　
も

想
、
ト
ラ
イ
チ
ヶ
の
宣
傳
ぜ
る
械
…
力
主
義
國
家
至
上
主
義
が
プ
∬
シ
ア
中
心

の
新
帝
國
創
建
及
完
成
に
寄
輿
ぜ
る
所
を
、
本
書
、
巾
の
各
章
に
於
て
甚
だ
明

快
に
且
つ
力
強
く
説
述
ゼ
リ
。
最
後
の
結
論
に
菟
り
て
著
者
は
現
代
の
濁
逸

第
一
巻
　
　
紹
　
介
　
　
翻

書

　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヨ
　
　
ぬ
　
　
も

。
を
親
察
し
、
ウ
イ
リ
ア
ム
ニ
世
齋
の
生
義
政
策
を
論
じ
、
帝
ミ
良
墨
・
及
吏
家

ε
の
關
係
に
論
及
し
て
、
現
時
の
帝
國
が
暴
民
の
自
由
を
抑
制
し
て
極
端
な

マ
わ
　
も
　
ら
　
も
　
ち

　
　
　
　
　
　
へ

る
武
懸
軍
國
主
義
を
執
り
高
爾
な
る
徳
義
丈
華
を
斥
け
て
實
利
實
益
に
趨
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

過
大
蹴
る
國
民
的
浮
誇
驕
倣
に
逼
れ
る
を
指
示
し
、
か
く
の
如
き
当
風
は
ジ

ぬ
　
　
し
　
　
も
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
も

イ
ベ
ル
、
ト
ラ
イ
チ
ヶ
等
の
史
家
も
其
晩
年
に
於
て
認
め
六
ろ
所
に
む
て
、
こ

は
現
帝
冠
｝
嗣
巾
伽
家
ε
の
嬬
槻
突
に
．
よ
り
て
も
知
ら
る
》
こ
ε
な
る
を
蓮
べ
、
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ぬ
　
も
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
わ
　
も

・
も
如
上
の
趨
温
勢
は
彼
等
・
災
學
者
・
も
製
替
需
期
長
ゼ
・
し
プ
ロ
シ
ア
本
位
の
國
民
鮪
円

も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
リ
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
も
　
　
や

統
一
熱
型
、
愛
國
的
感
情
梅
圃
、
國
家
翌
上
、
糞
力
鼓
吹
の
墨
説
の
ざ
び
Q
団
。
乙

①
5
鼠
　
に
隔
遡
ぎ
伊
ご
ろ
も
の
に
㌧
し
で
・
、
　
か
ト
る
軍
勘
む
べ
斗
・
山
出
鼻
敵
策
の
宣
傭
轡
者
六

　
　
　
　
　
ぬ
　
も
　
や

　
　
　
　
　
　
　
　
あ

り
・
し
最
近
の
プ
ロ
シ
ア
奥
家
は
將
に
そ
の
齋
こ
來
る
結
果
に
劉
む
粛
然
の
資

任
を
わ
か
駕
ざ
る
べ
か
ら
す
ε
論
鰭
ぜ
り
。
〔
植
村
〕
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（
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ω
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q
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其
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O

　
　
　
ヤ
　
も
　
も
　
も
　
ち
　
ち

本
書
は
ラ
ム
プ
レ
葛
卜
磯
の
生
宰
ぜ
・
し
切
隻
藷
。
N
葺
團
白
雲
一
二
毒
・
｛
¢
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
な

需
諾
巴
n
o
。
。
○
鉱
。
客
。
の
第
二
十
九
篇
ミ
こ
て
現
れ
六
う
も
の
に
乙
て
、
ト
ラ

　
　
も
　
　
ヤ
　
　
サ
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

ぢ
　
ぬ
イ
チ
グ
の
歴
史
編
蓮
法
を
論
ぜ
る
静
寧
寒
サ
。
浦
豊
田
内
容
を
烈
…
ろ
に
．
先
づ
ト

も
　
も
　
ヤ
　
あ

う
イ
チ
グ
の
歴
吏
輪
重
の
団
ゆ
島
曾
廿
。
ゴ
Φ
蒔
く
o
N
讐
一
湊
卑
N
毒
σ
q
o
峯
ぐ
や
し
て
㍗

ラ
イ
チ
ケ
の
人
格
及
彼
の
敵
油
、
典
學
に
謝
す
る
魏
念
を
瞼
じ
、
國
家
即
擁

第
四
號

一
七
三
　
へ
七
三
八
）

馬



第
’
懸
．
　
羅
　
介
、
　
躍

ゴ靴
5二畢

力
観
、
歴
史
は
園
畏
白
墨
の
爲
の
戦
闘
な
る
こ
オ
、
歴
庚
じ
於
け
る
個
性
の

カ
を
重
親
・
し
累
ξ
の
コ
ゴ
p
。
げ
。
訂
。
σ
絶
二
。
賓
。
を
主
張
す
ろ
こ
婁
、
歴
皮

法
則
に
尉
す
る
彼
の
超
絶
的
見
解
等
を
指
示
煙
り
。
次
に
彼
が
著
町
上
の
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
も

展
後
路
及
そ
の
全
景
流
」
中
に
於
け
る
「
囑
逸
典
」
の
位
鍛
に
及
び
て
勧
期
に

於
け
る
詩
的
著
作
葬
ω
覆
並
び
に
回
、
。
露
増
加
畠
。
り
聾
壱
三
g
に
現
れ
六
ろ

ち
　
む
　
も
　
も
　
ち
　
ヒ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
し
　
セ

ト
ラ
イ
チ
ヶ
を
訊
き
、
最
後
に
彼
が
皐
世
の
火
著
「
猫
面
皮
」
の
性
貿
を
論

ご
，
該
著
起
稿
の
動
機
に
全
く
猫
逸
國
民
を
鋭
醜
む
敏
導
ず
ろ
目
的
よ
り
毘

で
・
し
も
の
に
．
・
し
て
、
　
・
て
の
取
扱
へ
る
十
九
世
個
祀
晶
削
牛
の
歴
奥
時
期
は
磯
・
し
で
、

彼
に
輿
味
を
慧
趨
尊
し
め
し
も
の
に
あ
ら
す
、
彼
が
Ω
当
芸
、
寄
ε
、
露
の
に

奥
へ
・
し
書
中
に
㍉

　
．
答
づ
露
湊
3
一
〇
び
三
〇
プ
汁
6
魔
。
σ
q
9
砿
累
M
島
諺
。
・
a
O
O
o
仏
〇
三
〇
卸
。
（
囲
窪

　
　
d
三
富
。
ぼ
ご
野
薮
。
。
・
σ
q
。
m
9
ユ
魯
。
謬
幾
費
浄
膨
一
三
も
・
①
彰
焦
饗
。
読
g

　
　
ソ
州
艮
濠
コ
　
。
噂
銘
h
5
瓢
　
翻
p
一
差
　
…
繭
。
プ
　
づ
・
2
，
三
三
　
オ
創
。
　
ヨ
義
曾
。
　
＞
目
げ
。
鴻

　
　
ご
害
q
島
m
臼
霧
o
v
島
。
”
一
ド
鰹
O
二
三
。
｝
鉱
一
窪
舘
9
0
銘
㏄
o
プ
曾
菊
。
一
N

　
　
O
①
　
げ
μ
岨
　
一
④
｛
汽
（

ミ
云
へ
る
は
よ
く
彼
が
離
、
紅
蓮
に
罰
す
ろ
感
想
を
表
ぜ
る
も
の
に
し
て
、
號

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
し
　
　
も

大
な
る
琵
的
を
以
て
書
か
れ
し
「
搦
逸
奥
」
は
實
に
彼
が
最
後
に
大
成
を
期

ゼ
し
自
家
の
本
領
ぬ
る
政
治
論
に
聾
す
る
著
作
の
豫
備
的
基
礎
れ
り
こ
こ
・
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
り
　
も

ウ
設
け
り
。
そ
れ
よ
”
「
凋
逸
庚
」
の
記
蓮
法
を
論
じ
、
彼
の
記
遽
口
㊥
①
q
聾
－

冨
罫
。
ぞ
ト
あ
ら
す
・
し
て
⑲
o
甥
敦
竃
麟
な
9
、
濾
當
に
事
實
を
鋼
定
で
、

第
四
號

一
七
鶴
　
（
七
三
九
）

る
に
あ
ら
す
・
し
て
自
家
一
流
の
見
解
確
信
を
以
て
事
貿
を
慮
理
す
る
璽
リ
ミ

し
、
彼
の
記
事
中
に
現
れ
六
る
○
£
o
蕊
9
嘗
》
帰
伺
ゆ
m
暮
ぎ
ρ
舞
鐸
辞
匿
。
瓢
？

仲
。
一
撃
。
一
、
に
離
す
る
醐
蕉
畏
§
騎
の
妙
納
を
實
例
に
よ
り
て
指
示
し
、

次
に
竃
子
嚢
三
蔓
9
即
圃
一
『
毎
覧
）
雲
〔
州
窪
む
脂
甑
一
瞬
ヨ
§
寧
箆
。
ヨ
。
器
学
h
三
鑑

儀
Φ
厭
ご
p
円
無
r
う
雪
駄
回
σ
q
の
各
館
に
亙
り
ィ
、
彼
の
寵
国
法
に
就
い
て
精
緻
な
る
内

颪
的
心
理
的
配
置
を
費
表
乙
、
最
後
に
蜀
逸
皮
の
○
磐
夏
象
費
鼻
を
遽

べ
て
、
　
浄
㌧
の
鷺
山
蓮
は
強
烈
な
る
戚
纈
情
を
護
銘
4
3
に
▼
餓
ハ
へ
、
　
攣
高
野
旧
り
な
、
さ
表
現

に
酔
は
し
む
る
も
、
一
貫
並
る
事
象
の
饗
展
を
抱
握
ぜ
む
め
難
く
、
碧
者
の

人
暴
…
、
藩
老
の
精
紳
を
獲
類
す
れ
こ
も
、
眞
箕
猛
る
蓮
去
の
再
現
を
求
め
得

す
、
吾
入
は
歴
斑
記
蓮
ζ
し
て
更
に
事
象
の
鵬
果
關
係
を
駿
く
探
求
・
し
摩
直

質
實
に
。
§
巴
凱
。
堕
す
る
を
理
想
ビ
煙
ざ
る
べ
か
ら
嶋
ゾ
ミ
論
穂
祁
ぜ
り
（
〔
繍
…
村
〕

　
　
　
醗
（
W
貿
●
翻
●
O
◎
勘
㊤
麟
気
欝
鵠
”
　
O
（
）
一
課
、
p
三
貯
〇
二
6
0
羅
a

　
　
　
　
讐
（
肖
畠
甑
凱
二
p
三
藁
・
（
o
阜
蜜
＆
窪
冨
同
｛
叢
。
黄
”
国
0
9
6
巨
9

　
　
　
　
§
角
皿
㎏
多
聞
。
一
・
p
ノ
〈
・
／
、
o
｝
●
剛
紮
翼
ρ
μ
）
　
9
さ
ミ
ミ
馬
奪
、
智
●

　
　
　
　
㌔
奇
毎
〕
　
　
圏
ゆ
H
轟

も
　
も
　
ミ
　
も
　
も
　
ち
　
も

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
大
帝
の
事
蹟
が
古
代
期
宋
の
歴
更
舞
窒
に
重
大
な
る
位
置

を
占
む
る
は
云
ふ
迄
も
な
く
象
そ
の
後
代
の
致
険
要
丈
化
の
上
に
及
ぼ
・
し
郭

る
影
響
亦
甚
だ
深
き
を
以
て
、
大
帝
に
關
す
る
吏
的
野
碧
は
各
方
翫
丘
且
り

て
殆
ご
紋
継
に
蓬
あ
ら
す
、
そ
の
研
究
論
議
彌
姫
な
り
霊
す
。
蘇
に
大
帝
ミ

基
替
敏
電
の
國
係
、
即
ち
大
帝
の
信
仰
，
そ
の
宗
敏
欧
策
に
文
化
史
上
に
於



げ
る
意
義
最
も
電
大
な
み
問
題
に
し
て
、
而
も
そ
の
地
相
を
鶴
聡
で
る
こ
婁

至
難
な
る
を
以
て
、
幾
多
の
羅
馬
吏
家
丈
牝
史
家
宗
敏
更
家
の
問
に
異
論
最

も
多
き
所
な
り
。
φ
3
ぴ
9
ポ
ヨ
9
島
回
誤
切
焉
。
巴
　
貯
臼
　
を
始
め
曇
霞
）
．
》
＝
・

㏄
。
鉱
出
鍵
や
国
9
y
N
p
7
μ
ポ
㌍
冨
鳴
ギ
ω
・
・
。
ぎ
Q
。
巳
H
ぞ
錠
欝
等
の
論
鐙
緻

亡
し
て
拠
す
る
駈
を
知
ら
ず
。
水
書
は
こ
の
問
題
に
外
す
る
聾
者
の
精
轍
な

惨
研
究
を
公
に
ゼ
る
も
の
に
・
し
て
、
基
督
歌
更
止
の
大
帝
を
奥
實
上
、
傳
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
し
　
も
　
も
　
も
　
へ
　
も

上
、
隠
作
上
の
三
方
面
に
分
ち
て
論
煙
し
思
考
。
第
嚇
蔀
奥
實
上
の
コ
ン
ス

も
　
　
も
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
し

タ
ン
チ
ン
ぐ
」
基
樫
敏
に
於
て
は
、
減
典
泉
貨
刻
銘
記
錐
の
根
本
奥
器
よ
り
し

て
、
大
帝
の
基
督
敏
庇
護
、
異
敏
に
劉
す
る
態
度
、
大
帝
改
宗
の
時
機
、
そ
の
信

仰
及
溌
禮
等
の
問
題
を
解
明
し
鰹
來
の
諸
親
を
捺
し
て
、
そ
の
錨
着
す
る
所

を
示
ぜ
り
。
蓉
者
は
昆
遽
大
帝
の
基
督
敏
擁
護
の
動
機
が
政
理
的
な
り
し
や

宗
敏
的
な
写
し
や
の
問
題
を
解
拠
す
ろ
に
熱
愛
し
薫
り
こ
を
損
し
、
直
門
動

機
論
よ
瞬
も
實
際
の
態
度
数
策
、
一
般
に
及
ぼ
煙
る
影
響
を
論
ず
る
こ
ご
の

漣
に
重
要
な
る
を
主
張
し
、
こ
の
見
解
よ
り
し
て
大
帝
が
當
初
よ
り
墓
磐
敏

に
好
意
を
有
し
、
談
信
徒
庇
護
の
鞍
置
を
執
り
、
三
二
三
年
以
前
に
於
て
既

に
基
督
敏
を
國
敏
ミ
岡
等
の
位
置
に
立
ぬ
こ
め
、
爾
後
異
敏
を
斥
け
て
下
意

基
督
数
信
仰
の
態
度
政
策
を
示
・
し
、
共
個
人
的
生
活
に
於
て
も
期
か
に
俵
敏

の
賢
を
現
は
し
居
り
・
し
を
訊
き
、
大
土
に
於
て
O
●
②
①
①
o
騨
氏
の
説
に

賛
意
を
表
・
し
居
れ
り
。
（
戴
。
・
魯
婆
3
q
窪
d
5
侵
Φ
嶺
讐
σ
Q
い
（
響
p
糞
帥
ぎ
圃
μ

≦
・
ぎ
．
叢
）
第
二
熊
灘
ぶ
二
食
鎮
ヂ
ジ
ハ
」
轍
脅
於
雪
面

　
　
　
　
第
」
　
懸
、
　
紹
　
介
　
　
圃
　
　
　
　
　
書

者
は
傳
説
に
現
れ
れ
る
大
帝
の
雲
行
が
．
吏
髪
上
四
慨
絶
に
於
け
ろ
欺
洲
人

の
基
齋
敏
化
て
ふ
寅
化
的
革
命
に
際
煙
る
大
帝
の
事
業
に
比
し
て
、
あ
な
が

ち
劣
ら
ざ
る
影
響
感
化
を
後
代
に
及
ぼ
ぜ
乙
を
訊
き
、
斯
の
如
き
癖
説
の
誕

原
ぐ
、
そ
の
一
般
に
信
慧
ぜ
ら
れ
行
く
径
路
ぐ
」
を
明
か
に
し
イ
、
、
三
代
の
知
識

界
憩
想
昇
の
實
制
を
測
知
解
し
め
ん
、
・
・
ゼ
リ
。
大
帝
の
傳
設
は
か
の
ア
レ
キ

サ
ン
ダ
：
大
王
の
そ
れ
の
如
く
、
榊
秘
不
可
思
議
の
話
説
に
富
み
、
蒙
瞭
な

る
中
世
の
人
心
を
支
配
ぜ
る
カ
は
拠
・
し
て
看
渦
す
べ
キ
・
に
あ
ら
す
、
そ
の
事

柄
は
架
空
盧
講
の
話
…
説
な
れ
．
達
も
、
こ
れ
を
容
認
懸
る
時
代
の
患
想
の
一
部

を
形
成
ぜ
う
も
の
ぐ
」
こ
て
、
　
史
的
凝
究
▼
の
領
僑
黒
允
分
な
り
ご
一
嵩
ふ
べ
・
し
。
　
氏

賦
・
大
帝
の
履
先
生
徴
に
關
す
る
傳
訊
、
改
宗
洗
禮
に
闘
す
ろ
奇
蹟
等
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
ヘ
　
へ
　
ゐ
　
ち
　
　
も
　
　
ゐ
　
へ
　
　
ゆ
　
ヤ
　
　
や

詩
章
に
亘
り
そ
の
來
歴
を
親
疎
凝
り
。
錯
三
部
春
作
上
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
う
　
わ
　
も
　
も

に
於
て
け
｛
か
の
孟
甲
世
の
紘
偽
塩
出
懸
潤
皇
帝
問
聴
川
串
に
於
て
雷
隅
婆
雪
Ψ
る
旨
ン
ス
タ
ン

も
　
　
や
　
さ
　
も
　
も
　
　
ヨ
　
も
　
も
　
も

チ
ン
大
帝
の
寄
遙
事
書
（
6
。
湧
集
麟
讐
ヨ
O
o
塁
§
旨
三
）
の
万
作
に
就
て
の
考

親
を
蓮
べ
れ
り
。
媛
は
先
づ
一
握
丈
激
口
の
・
四
容
を
鴎
げ
〉
、
次
に
．
こ
れ
．
か
腿
》
⑰
㊤
蔵
一

，
魯
、
照
③
霞
◎
お
象
卿
Φ
。
お
雛
脚
⑰
中
に
載
ぜ
ら
れ
べ
公
に
さ
れ
擾

に
認
容
ぜ
ら
れ
別
用
せ
ら
れ
・
し
事
構
を
掃
き
、
．
而
も
か
の
謡
。
青
鷺
《
罫
氏

　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ね
　
　
り
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

等
の
如
く
ヲ
ン
ス
タ
y
チ
ン
寄
進
状
の
説
謡
ほ
即
ち
中
数
の
歴
奥
を
物
語
ろ

一
も
の
な
り
ミ
迄
こ
れ
を
窺
大
脱
す
る
見
解
を
斥
け
六
り
。
・
．
、
れ
よ
り
氏
は
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

丈
灘
ロ
傭
佑
擾
見
の
歴
奥
を
働
き
O
三
男
部
髪
M
／
N
p
目
夢
等
の
有
名
な
ろ
論
交
を

紹
介
し
、
更
に
近
世
忌
引
に
於
け
る
こ
の
傭
家
書
に
窮
す
ろ
考
説
よ
り
現
代

第
四
號

一
七
減
　
（
七
四
〇
）



！

第
一
巻
　
　
紹
　
介
　
　
鰯

＝． D韮專；

塵】

に
於
け
ろ
偶
作
の
起
原
由
來
に
就
て
の
科
學
的
批
鋼
を
罎
げ
て
瞼
蓮
を
了
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
も
　
　
カ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
も

り
。
倫
附
録
ε
・
し
て
⑱
曼
四
《
Φ
㊥
轡
㊦
蹴
．
鰹
ロ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
改
宗
の
一
三
、

も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
を
　
　
へ
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
や
　
　
ヒ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
セ
　
　
も

つ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
干
潮
進
丈
書
O
鑑
㊥
欝
瓢
麟
③
の
寄
携
女
嬬
回
批
列
方
ぐ
を
添
へ

且
つ
詳
細
な
る
史
料
及
参
考
書
臼
を
附
・
し
募
り
。
本
書
は
全
髄
に
観
て
測
段

濁
創
的
箆
解
ε
・
し
で
、
將
れ
巌
漸
な
る
所
設
芝
・
し
で
、
勃
悔
む
べ
、
で
も
の
鮮
・
し
ぐ
」
雛

　
　
あ
　
も
　
ミ
　
も
　
ち
　
へ
　
も
　
も
　
も
　
　
ヤ
　
ゆ
　
を
　
も

も
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
大
帝
ミ
墓
督
敏
ミ
の
気
無
に
就
て
凄
く
奥
目
に
計
り
」

．
こ
れ
を
吟
醸
枇
黒
む
從
來
各
方
面
よ
呼
蝿
出
丸
ら
れ
れ
る
講
論
議
を
勢
直
し

て
蝋
画
な
る
論
臨
を
下
し
れ
る
ビ
、
歴
史
事
實
上
に
於
け
る
大
帝
の
事
蹟
ミ

亜
べ
て
、
　
こ
れ
ビ
細
切
機
に
碧
一
實
な
る
熊
…
度
を
以
て
繊
剛
蝦
上
傭
作
卜
…
に
■
於
け
る

思
入
帝
の
幻
影
を
研
究
ぜ
ろ
亡
は
注
田
回
に
‘
｛
眠
諦
ヲ
ベ
｝
・
麗
な
ろ
べ
・
し
。
〔
縮
甲
村
〕

　
　
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
ち

　
　
　
翻
日
本
遣
蹟
遣
物
頚
巻
　

第
一
輯
、
第
二
輯

塞
図
譜
に
本
邦
各
地
に
散
在
ぜ
る
石
器
時
代
。
賓
墳
時
代
の
遣
蹴
及
び
其
遣

物
を
調
査
研
究
ぜ
ん
ご
す
る
者
の
謬
考
に
資
し
、
兼
て
渡
蹟
の
實
際
を
圓
に

あ
ら
は
し
て
永
く
傳
ふ
ろ
目
的
を
以
て
、
去
る
四
月
よ
纏
毎
ハ
一
厨
遽
蹟
、

逡
物
研
究
會
よ
嚇
刊
行
す
る
も
の
、
編
輯
者
ほ
此
の
方
｝
圓
の
…
貰
際
に
通
ぜ
ろ

ぬ
　
も
　
ぶ
　
ぬ

和
照
千
吉
氏
な
り
，
圃
版
は
縦
一
尺
五
寸
横
一
尺
五
分
の
大
綱
に
て
一
輯
コ

ロ
タ
イ
プ
版
山
脚
仙
榮
解
説
一
葉
よ
況
ッ
成
」
り
、
　
時
に
は
コ
ロ
タ
イ
。
フ
に
r
代
ド
ふ
る
に
■

木
阪
色
溺
二
三
を
以
て
す
る
事
あ
り
ε
云
ふ
。
今
既
刊
の
分
を
見
る
に
塾
第

　
　
　
　
セ
　
　
ヤ
　
へ
　
も
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
マ
　
や
　
セ
　
ぬ
　
へ
　
　
　
も
　
　
も
　
も
　
も
　
ヘ
　
へ
　
や
　
や
　
ゆ
　
や

一
翼
に
は
陸
荊
國
宮
戸
島
環
濱
豊
島
獲
掘
慧
物
、
越
前
町
燕
横
江
村
臓
掘
の

め
　
も
　
も
　
ヤ
　
や
　
も
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
へ
　
お
　
ゼ
ヘ
　
へ
　
も
　
へ
　
ぶ
　
ヘ
　
へ
　
あ
　
ヘ
　
へ
　
ゆ
　
へ
　
さ
　
も
　
へ
　
ぬ
　
へ

銅
鐸
、
篭
其
の
遣
蹟
、
一
頻
國
大
分
斎
字
覇
甲
の
古
壇
及
び
下
野
國
穫
川
村
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
七
綿
甲
　
（
七
四
一
）

、
　
、
、
　
も
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
b
　
、
　
、
　
、
　
脳
　
、
　
、
　
　
　
、

字
渡
曾
島
獲
掘
の
楯
を
攻
め
、
第
こ
輯
に
は
営
戸
島
畢
濱
貝
慷
の
遽
物
。
豊

も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
り
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ル
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ち
　
　
あ
　
　
も
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
　
　
ヤ

後
大
分
市
亀
甲
の
襲
外
画
物
ミ
筑
後
國
盗
食
村
大
字
徳
丸
搬
掘
の
銅
創
、
筑
、

め
　
　
へ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
う
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
し
　
　
　
　
も
　
　
ヒ
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
う
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も

前
國
周
船
壽
村
議
隈
山
古
壇
の
哲
棺
、
羽
前
國
大
山
町
字
火
打
不
為
掻
の
石

も
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ら
　
　
も
　
　
あ
　
　
ち
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
へ

縮
、
上
野
國
謙
卑
村
字
道
上
機
掘
の
尋
物
を
揚
げ
塗
り
。

此
の
圃
譜
の
特
色
ピ
す
る
所
は
從
來
の
多
く
の
考
古
圃
類
が
輩
に
典
の
物
の

一
飯
を
示
す
に
愚
ぎ
ざ
ろ
に
反
・
し
，
左
右
醐
等
各
面
よ
り
こ
れ
を
示
し
、
叉

共
の
を
遺
物
を
智
見
侮
る
慧
蹟
を
併
ぜ
攻
め
て
一
逡
蹟
の
内
容
外
形
に
亘
る

凡
て
を
綱
羅
ぜ
ん
ご
ぜ
る
鮎
に
あ
り
○
島
の
方
針
を
以
て
挙
々
鋼
行
さ
れ
れ

ら
ん
に
は
下
野
画
報
・
女
盛
・
研
究
・
よ
の
其
儀
を
補
ふ
事
少
な
か
・
り
ざ
る
べ
・
し
。
誌
ハ

の
圏
板
稽
大
に
失
・
し
取
扱
に
不
便
を
感
ず
ろ
如
き
も
、
こ
れ
亦
鼻
革
を
多
く

實
大
に
示
す
の
便
あ
ら
ん
。
占
ト
い
解
説
に
多
少
翻
意
の
麺
ぜ
ざ
る
所
等
あ
る

は
今
後
の
改
訂
を
望
ま
ざ
る
を
得
す
。
〔
梅
源
〕
　
妃
　
　
　
　
　
曳

　
　
　
　
や
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
い
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ

　
　
　
⑯
奈
義
縣
史
蹟
勝
地
調
査
會
葉
身
書
　
第
三
同

此
の
書
は
奈
頁
蠣
皮
蹟
勝
地
調
査
會
の
大
正
四
年
度
の
報
告
書
に
し
て
，
共

の
年
間
に
餐
委
員
が
實
査
ぜ
る
各
種
の
潰
蹟
の
耕
究
結
果
を
壊
め
れ
る
も
の
鼎

点小

?
別
の
ア
ニ
順
守
よ
磁
ワ
成
る
O
本
匠
は
本
交
八
十
山
ハ
百
ハ
、
附
錠
山
ハ
頁
、
岡
版
腿
八

　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
ゐ
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
へ
　
　
ち
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
へ
　
　
ち
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
セ
　
　
　
　
　
ミ
　
　
セ

十
七
葉
に
し
て
、
天
沼
⑧
水
水
・
佐
藤
・
高
橋
・
萄
紬
・
大
宮
①
西
晴
各
委

眞
の
寺
蛙
。
石
燈
㊥
石
塔
。
石
佛
Φ
古
壌
に
達
す
る
報
皆
を
期
す
。
中
に
就
て

も
　
　
も
　
　
る
　
　
も

天
沼
委
員
の
報
告
に
寺
玩
◎
石
燈
。
石
塔
◎
石
佛
⑧
古
墳
に
亘
り
十
五
種
の
遣
物

慧
蹟
の
詳
細
な
る
託
逃
あ
り
、
本
文
二
十
頁
、
岡
版
四
十
一
葉
．
本
害
の
主


